
躍
動
的
で
リ
ア
ル
な
史
料
群
に
出
会
い
た
い
、
と
い
う
想
い
は
研
究

者
全
て
の
願
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
の
よ
う
に
特
別
な
史
料
群
を
持

写
真
の
標
石
に
「
妙
満
寺
跡
」
の
四
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
顕
本

法
華
宗
總
本
山
妙
満
寺
は
現
在
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
に
あ
り
、
尾
州
藩

医
宗
浅
井
家
の
医
祖
三
代
、
延
斎
、
草
春
、
周
伯
の
墓
が
あ
っ
た
が
無

縁
と
な
っ
て
い
た
。
国
幹
顕
彰
会
が
昭
和
五
十
二
年
に
新
し
く
墓
地
を

造
設
し
た
。
本
書
の
三
版
出
版
の
と
き
は
浅
井
家
三
代
の
墓
を
追
補
し

て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
「
漢
方
の
臨
床
」

第
三
十
九
巻
一
号
「
温
知
荘
雑
筆
」
に
詳
記
し
た
。

増
補
㈱
反
骨
の
人
・
太
田
典
礼

本
書
の
中
、
只
一
人
現
代
の
人
で
あ
る
。
墓
標
に
生
前
自
筆
の
「
本

来
霊
魂
な
し
墓
は
歴
史
の
証
」
と
の
み
刻
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七

年
二
月
、
太
田
氏
が
理
事
長
の
（
財
）
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
創
立

の
と
き
、
小
川
鼎
三
、
大
烏
藺
三
郎
、
緒
方
冨
雄
各
氏
と
共
に
大
塚
敬

節
氏
と
筆
者
も
理
事
に
就
任
し
、
度
々
理
事
会
に
出
席
し
、
昭
和
四
十

八
年
十
一
月
、
安
政
版
『
医
心
方
」
の
復
刻
と
和
訓
解
説
書
出
版
に
協

力
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
さ
に
話
題
に
富
む
反
骨
の
人
で
あ
っ
た
。

（
矢
数
道
明
）

〔
思
文
閣
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’
七
五
一

’
一
七
八
一
、
平
成
三
年
十
二
月
、
Ａ
５
判
・
三
七
八
頁
、
定
価
三
○
九

○
円
〕

君
塚
美
恵
子
編
『
紀
州
藩
医
泰
淵
の
日
記
」

た
ず
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
、
時
々
一
抹
の
寂
し
さ
と
物
足
り
な
さ

を
感
じ
、
そ
ん
な
想
い
に
陥
る
。
今
回
紹
介
す
る
「
紀
州
藩
医
泰
淵
の

日
記
」
は
、
そ
ん
な
想
い
を
晴
ら
し
て
く
れ
た
一
言
で
あ
っ
た
。

本
書
は
、
日
記
の
著
者
泰
淵
の
経
歴
や
家
系
も
は
っ
き
り
し
て
い
る

の
で
、
必
要
以
上
の
予
備
調
査
も
し
な
く
て
済
み
、
直
接
研
究
テ
ー
マ

に
取
り
組
む
事
が
で
き
る
。
そ
ん
な
点
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
史
料
で
あ

た
い
え
ん

る
。
で
は
ま
ず
、
筆
者
「
泰
淵
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

筆
者
ｌ
中
村
泰
淵
真
貫
（
寛
政
九
一
七
九
七
～
安
政
六
、
一
八
五
九
．

六
十
三
歳
）
。

系
譜
１
町
医
師
山
口
流
謙
秀
安
二
男
。
養
子
（
天
保
二
、
一
八
三
一
、

三
十
五
歳
）
。
中
村
家
四
代
目
・
本
道
内
科
。

役
職
の
経
歴
ｌ
紀
州
藩
江
戸
詰
め
医
師
。
小
普
請
医
師
（
天
保
二
、
一

八
三
一
）
、
奥
医
師
（
天
保
十
、
一
八
三
九
）
、
地
廻
り
お
供
（
御
匙
医
同
様
、

弘
化
元
、
一
八
四
四
）
、
御
匙
医
格
（
嘉
永
四
、
一
八
五
二
。

趣
味
ｌ
和
歌
・
漢
詩

在
職
中
の
藩
主
ｌ
十
代
治
宝
・
十
一
代
斉
順
・
十
二
代
斉
彊
・
十
三

代
慶
福
（
幼
名
菊
千
代
、
の
ち
十
四
代
将
軍
家
茂
）
の
四
代
。

江
戸
の
屋
敷
ｌ
柴
田
玄
岱
方
、
四
シ
谷
仲
町

本
書
は
次
の
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
日
記
…
江
戸
か
ら
和
歌
山
へ
の
道
中
日
記
・
和
歌
山
で
の
勤
務
日

記
・
日
光
参
詣
予
参
の
随
行
日
記
。
こ
れ
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）

三
月
二
十
九
日
か
ら
同
十
四
年
二
八
三
四
）
四
月
二
十
三
日
ま
で
の
四

年
間
、
四
六
二
日
分
の
日
記
で
あ
る
。

②
関
係
文
書
編
…
辞
令
・
薬
の
注
文
書
・
手
紙
等
八
点
の
影
印
。
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③
医
療
編
…
十
一
代
藩
主
斉
順
病
状
概
要
・
処
方
の
実
際
・
コ
レ
ラ

（
曝
鳫
病
）
の
家
庭
療
法
・
漢
方
薬
索
引

日
記
の
部
分
を
今
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、
月
日
、
天
候
、
旅
の
日

程
、
勤
務
・
面
会
者
・
診
療
者
・
投
与
の
薬
名
等
の
一
日
の
出
来
事
が

淡
々
と
書
か
れ
て
い
る
。
医
史
学
か
ら
注
目
す
る
と
、
和
歌
山
で
の
勤

務
日
記
（
五
七
～
三
一
五
頁
）
の
部
分
は
、
藩
主
の
診
察
や
病
状
概
要
、

出
勤
・
帰
宅
の
時
間
、
宿
・
日
直
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
藩
医
の
活

動
が
良
く
う
か
が
え
る
。
当
時
の
藩
医
の
勤
務
に
は
、
医
療
活
動
以
外

に
藩
公
と
の
お
供
（
釣
り
・
船
遊
び
・
鷹
狩
り
・
花
火
な
ど
）
や
行
事
の
陪

席
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
所
か
ら
人
間
関
係
が
育
ま
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
私
な
ら
、
医
療
活
動
だ
け
で
も
大
変
な
の
で
そ
れ
以
外
は
心
労

と
感
じ
る
が
、
当
時
は
の
ん
び
り
と
し
人
情
味
も
あ
り
名
誉
と
感
じ
た

の
だ
ろ
う
。

本
書
は
③
の
医
療
編
だ
け
で
も
購
入
す
る
価
値
は
十
分
で
あ
る
。
こ

の
編
は
、
藩
主
斉
順
の
約
二
か
月
間
の
病
状
（
発
熱
・
発
汗
・
戦
懐
等
の

表
現
）
と
、
患
者
ご
と
に
与
え
た
薬
の
名
と
数
量
が
ま
と
め
ら
れ
、
コ
レ

ラ
に
対
す
る
具
体
的
な
家
庭
療
法
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
本
書
に
登
場
す

る
漢
方
薬
の
索
引
の
部
分
で
あ
る
。
し
か
も
、
本
書
は
こ
の
編
が
日
記

の
部
分
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
、
泰
淵
が
そ
の
前
後
に
何
を
し
て
い
た
か

も
知
り
得
て
、
人
間
の
温
も
り
や
リ
ア
ル
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の

で
あ
る
。

本
書
を
通
し
て
、
藩
医
の
勤
務
振
り
、
匙
・
奥
医
師
・
奥
詰
医
師
・

番
医
師
・
寄
合
医
師
・
小
普
請
医
師
が
置
か
れ
て
お
り
、
江
戸
幕
府
の

医
療
制
度
と
比
較
す
る
と
、
藩
の
医
療
制
度
も
あ
る
程
度
な
ら
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
私
の
興
味
か
ら
言
え
ば
、
泰
淵
の
治

療
は
内
科
医
で
あ
る
か
ら
基
本
的
に
は
薬
を
投
与
し
て
い
る
が
、
「
痂
癩

の
お
気
味
合
お
鍼
」
（
二
五
○
頁
）
や
「
貢
目
）
弾
正
方
瘡
気
二
而
鍼

療
」
（
二
三
七
頁
）
と
あ
り
癩
に
鍼
施
術
を
行
っ
た
り
、
「
発
病
柴
圭
加

葛
湯
お
鍼
」
（
’
一
五
○
頁
）
・
「
五
助
方
へ
見
舞
鍼
療
致
」
三
三
七
頁
）
・

「
弾
正
方
へ
見
舞
鍼
療
」
（
同
）
と
あ
っ
て
、
鍼
と
薬
の
併
用
療
法
を
行

っ
て
い
る
。
他
所
に
も
度
々
鍼
施
術
の
記
載
も
見
え
る
。
当
時
は
、
内

科
や
外
科
の
医
師
も
鍼
施
術
を
行
っ
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で

も
再
確
認
で
き
た
。
た
だ
、
中
村
家
初
代
寿
泰
当
経
が
鍼
医
師
と
し
て

紀
州
藩
に
登
用
さ
れ
た
事
と
考
え
合
わ
せ
る
と
一
つ
疑
問
が
湧
い
て
く

る
。
幕
府
の
制
度
は
、
登
用
さ
れ
た
医
療
科
目
が
原
則
的
に
家
系
の
医

療
科
目
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
行
く
の
で
、
幕
府
と
藩
の
制
度
が
違
う
の

か
、
中
村
家
泰
淵
ま
で
の
間
に
転
科
の
申
請
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

不
明
な
点
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
医
療
や
藩
医
の
研
究
に
は
必
携
の
害
な
の
で
、
ぜ
ひ
手

に
取
っ
て
御
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

（
香
取
俊
光
）

〔
か
の
う
書
房
、
東
京
都
神
田
神
保
町
一
’
五
二
、
電
話
○
三
’
三
二
九
一

’
八
八
八
八
、
一
九
九
一
年
、
四
六
判
、
二
六
二
頁
、
定
価
二
○
○
○
円
〕

か
っ
て
諫
早
は
佐
嘉
鍋
島
藩
の
属
領
（
龍
造
寺
家
）
で
あ
っ
た
。
二
万

五
千
石
か
ら
一
万
石
に
切
り
詰
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

諫
早
医
師
会
編
「
諫
早
医
史
一
九
九
○
年
」
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